
　地元若木町のシンボルの１つである大楠公園への誘客のほか、自分が住んでいる地域の
景観を自分たちで整備・管理することで、地域の景観を守ろうという意識の醸成が図られ
た。また、花咲く街の形成に繫がった。

事業の目的

　自分たちが住んでいる地元の景観を自分たちで環境整備することで、地元を含む地域の
景観を守ろうという意識の醸成を図る。

事業の時期

　令和７年４月　～　１１月

事業内容及び参加人数等

　若木町のシンボルである『川古の大楠』の南側圃場にレンゲの種を播き、若木バイパス
側へアピールを行い、大楠公園への誘導を図る。
　また、町内１５地区において、街路に面する箇所や集会所周辺など、各地区で選定し花
苗を定植。景観形成を行い、花のある環境整備の一翼を担ってもらった。
参加人数：約３００人
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※各町のまちづくり協議会の事業の中で「武雄市協働まちづくり地域交付金」対象の事業のみ掲載しています。


